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京田辺市民 意識調査



京田辺市民100人に聞きました

普段から災害に備えて、何か対策を行っていますか？

アンケートの結果から、
防災に対する意識が高い
ということが伺える。

⇒防災対策はニーズの高い政策



過去の震災での例

 東日本大震災

津波からの避難の際、地域コミュニティの活用が目立った。

 新潟県中越地震

災害時における地域コミュニティの力、地域住民同士の絆
の大切さの認識がされた。

過去の震災での被災者の声からも
災害時に地域のつながりが力を発揮する

ということが言える。



京田辺市の地域防災計画（抜粋）

【第3章 第1節】

市及び防災関係の各機関は、（中略）単独

又は共同して、個人や家庭、地域、企業、団

体等が日常的に減災のための行動と投資を

息長く行う市民運動を展開し、地域防災力

の向上に取り組んでいけるよう努めるものと

する。（以下省略）

京田辺市の掲げる地域防災計画から
地域防災力の向上が今後の課題である

ということが言える



京田辺市民100人に聞きました



京田辺市民100人に聞きました

以上の結果から、
防災という面での地域コミュニティの重要性
に対する認識の高さが伺える。

この防災意識の高さが、持続するでしょうか？



風化する防災意識①



風化する防災意識②



風化する防災意識③

今ある防災意識を持続させるような
政策を打ち出すことが重要である



問題認識

市民の防災意識を持続させること
が重要である



なぜ自然資源を使用するのか？



京田辺市民100人に聞きました

アンケートの結果から、
「エコ」に対して住民の意識が高いことが伺える

より持続性のある防災対策を打ち出すために
住民の関心の高い「エコ」という要素を組み込む中で
京田辺市の自然資源に着目しました。



京田辺市の自然資源 「竹」



竹を使用するメリット①

放置竹林の整備に繋がる

竹林が厄介なのは、放っておくと拡大するからだ
けではない。(中略)育つスピードが速いため、
他の植物の生長を阻害する。結果的に里山の
荒廃を招き、農作物への獣害の原因にもなる。
また、地下茎は浅い場所で平面的に広がるた
め、大雨や地震などで大規模な地滑りを起こ
す危険性もある。

京都新聞 2010年11月10日 記事より抜粋

竹を使用することで、放置竹林の整備に繋がり
様々な問題の予防になる



竹を使用するメリット②

伐採された竹の有効活用になる

竹は持続的な再生産の可能な天然資源である

京田辺市の特産品である竹を使用することで
多くのメリットが得られる



竹を使ったキャンドルナイト



竹の伐採

町内会や、その地域のこども会の住民達が

協力し合って竹の伐採を行う



竹を使ってのキャンドルポット作り

伐採してきた竹を使って、キャンドルを入れる容
器（キャンドルポット）を作る



キャンドル作り

各家庭で出た廃天ぷら油や、家庭で簡単に用
意できる物を使って、キャンドルを作る



キャンドルナイト

各町内会の避難場所で、キャンドルナイトを行う



市による表彰

市職員や住民の投票を踏まえ、各町内会で作っ
たキャンドルナイトの内、優秀な作品を市に表彰
していただく。



キャンドルナイトによる効果(防災)

町内会規模で協力して取り組むことによって、
地域コミュニティの活性化に繋がり、地域防災
力が向上する

開催場所を各町内会の避難場所にすることで、
避難場所の認知度を上げる

キャンドルナイトを通して、災害時の停電に向
けた備えの強化

竹を使用することで、竹林整備に繋がり、災害
の予防になる



キャンドルナイトによる効果(エコ)

伐採された竹を使用することで、資源の有効
活用に繋がる

家庭で出た廃天ぷら油を使用することで、リサ
イクルになる

キャンドルナイトを通して、省エネや節電の意
識向上に繋がる

一つの政策で様々な効果が期待できる



行政の役割

広報

市が市外への広報を担うことで、市外からの来
場者も期待でき、経済的な効果も見込め、新
たな観光資源となりうる

表彰

優秀な作品を表彰することで、参加者全体のモ
チベーションの向上に繋がる



実現可能性

竹や廃天ぷら油を使うことで、経費がほとんど
かからない

住民主体のイベントなので、行政の負担が少
ない

こども会を巻き込むことで、その両親や祖父母
の参加も期待でき、高い参加率が見込める



まとめ

キャンドルナイトという一つのイベントを通して、
防災・エコ・地域活性化という三つの効果を見
込める

関心の高い要素を組み合わせた政策を行うこ
とで、最大の目的である、持続性のある地域
防災力の向上に繋がる



ご清聴ありがとうございました

今回政策を立案する上でご協力くだ
さった市民サポーターの佐野様、京田
辺市役所職員の皆様、そしてアンケー
トにご協力いただきました京田辺市市
民の皆様、誠にありがとうございまし
た。


